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〇語学特別研修要綱 

平成３０年１月２４日 

山 口 警 教 第 ２ ０ 号 

 

 （趣旨） 

第１条 この要綱は、国際感覚を有する語学能力に優れた警察官を育成するために

行う語学特別研修（以下「研修」という。）について必要な事項を定めるものと

する。 

 （選考） 

第２条 警務部教養課長（以下「教養課長」という。）及び地域部地域企画課長（以

下「地域企画課長」という。）は、警務部警務課長と連携を図った上で、その協

議により、別表に掲げる基準に該当する者の中から語学特別研修員（以下「研修

員」という。）を選考するものとする。 

 （上申） 

第３条 教養課長は、前条の規定により選考した者を警察本部長（以下「本部長」

という。）に上申するものとする。 

 （指名） 

第４条 本部長は、前条の規定による上申を受け、研修員を指名するものとする。 

 （研修期間、配置及び人員） 

第５条 研修期間は、原則として１年とする。 

２ 研修員は、岩国警察署に配置する。 

３ 研修人員は、１人とする。 

 （研修指導体制） 

第６条 警察本部における研修員を指導する体制は、次の各号に掲げる者をもって

構成し、それぞれ当該各号に掲げる者をもって充てる。 

(1) 総括指導責任者 警務部長 

(2) 本部指導推進責任者 教養課長及び地域企画課長 

(3) 本部指導推進補助者 警務部教養課職場教養担当課長補佐及び地域部地域企

画課企画第一担当課長補佐 

２ 警察署における研修員を指導する体制は、次の各号に掲げる者をもって構成

し、それぞれ当該各号に掲げる者をもって充てる。 

(1) 警察署指導推進責任者 岩国警察署長 

(2) 警察署指導推進補助者 岩国警察署渉外課長及び岩国警察署地域第一課長 

(3) 指導員 岩国警察署渉外課に所属する職員の中から警察署指導推進責任者が

指定する者 

 （研修方法） 

第７条 指導員は、研修員に対して、語学能力の向上、外国人からの申出等への対

応力の強化、外国の文化、習慣等に対する理解の促進等を図るため、総合的な研
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修を実施するものとする。 

 （研修日誌） 

第８条 研修員は、研修を受けたときは、その状況を語学特別研修日誌（別記第１

号様式。以下「日誌」という。）に記載するものとする。 

 （報告） 

第９条 研修員は、毎月１回、研修の状況を警察署指導推進補助者を経由して警察

署指導推進責任者に報告するものとする。 

２ 前項の報告は、語学特別研修状況報告書（別記第２号様式。以下「報告書」と

いう。）に日誌を添えて行うものとする。 

第１０条 警察署指導推進責任者は、前条の規定により報告を受けたときは、当該

報告書及び日誌を本部指導推進責任者に送付するものとする。 

２ 本部指導推進責任者は、研修期間が終了するときは、報告書により総括指導責

任者に報告するものとする。 

 （検討会） 

第１１条 本部指導推進責任者は、必要と認めるときは、本部指導推進補助者に命

じて、本部指導推進補助者、警察署指導推進補助者、指導員及び研修員による検

討会を開催し、研修の達成状況を検証するとともに、研修の効果的な推進につい

て検討するものとする。 

２ 本部指導推進責任者は、前項の検討会の結果を総括指導責任者に報告するもの

とする。 

 （庶務） 

第１２条 研修に関する庶務は、警務部教養課において処理する。 

 


